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中世の漢語についての一考察

中
世
の
語
染
に
つ
い
て
は
漢
語
の
一
般
化
と
い
ふ
乙
と
が
一
つ
の
特
色
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
か
と
恩
ふ 。

平
安
時
代
に
お
い
て
も 、

文
書
・

記
録
の
類
に
は

漢
語
が
多
く
用
ゐ
ら
れ 、

そ
の
点
で
は
漢
語
が
実
用
的
に
な
り 、

ま
た 、

仮
名

文
の
中
で
も 、

よ
ほ
ど
国
語
に
同
化
し
た
漢
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る 。

し
か

し 、

鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
漢
語
が
日
常
実
用
の
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
乙
と
が

一
一周
多
く
な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る 。

た
と
へ
ば
「
弁
内
侍
日
記」
に 、

七
月
七
日
乞
巧
英
の
夜 、

頭
の
中
将
ま
さ
い
へ
事
ど
も
奉
行
す 。

あ
さ
が
れ

ひ
に
て
勾
当
の
内
侍
ζ
と
ぢ
た
て
ら
れ
て 、

ち
と
か
き
な
ら
し
て
い
だ
さ
れ

し
と
そ
い
と
お
も
し
ろ
か
り
し
か 。
「
頭
中
将
の
奉
行
が
ら
に
や
今
宵
の
雨

も
し
め
や
か
に
ふ
る」

な
ど 、

人
々
お
ほ
せ
ら
る
れ
ば
少
将
の
内
侍

し
め
じ
め
と
今
宵
の
雨
の
ふ
る
ま
ひ
に
奉
行
の
人
の
け
し
き
を
ぞ
し
る

と
あ
る 。

こ
と
に
「
奉
行」

と
い
ふ
の
は
役
目
を
表
は
す
語
で 、

そ
れ
を
和
歌

に
も
そ
の
ま
ま
用
ゐ
た
と
も
言
へ
る
が 、

か
う
い
ふ
漢
語
を
和
歌
に
用
ゐ
た
例

は 、

平
安
時
代
の
和
歌
に
比
べ
て
み
た
場
合 、

異
様
な
感
じ
を
い
だ
く
の
で
あ

る 。

佐

藤

τま1・

告を

代

f台

か
う
し
て
漢
語
の
勢
力
が
強
く
な
っ
た
と
ζ
ろ
に
和
漢
混
荷
文
の
成
立
を
見

た
と
い
ふ
乙
と
が
で
き
る
し 、

ま
た 、

漢
語
が
そ
の
数
を
増
す
と
共
に 、

い
は

ば
生
活
語
と
し
て
実
用
化
し
た
た
め
に 、

中
に
は
漢
籍
仏
典
の
中
で
用
ゐ
ら
れ

た
場
合
と
は
多
少
異
な
る
意
味
に
転
じ
て
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
も
起
こ
る
し 、

ま

た
新
た
に
漢
語
を
つ
く
り
出
す
と
い
ふ
こ
と
も
生
じ
た 。

し
か
し 、

概
し
て
言

へ
ば
鎌
倉
時
代
に
は
意
味
・

用
法
に
お
い
て
多
分
に
古
代
の
様
相
を
保
っ
て
ゐ

た
と
言
へ
る
や
う
に
思
ふ 。

そ
の
一
般
的
傾
向
は
全一
体
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た

よ
で
な
け
れ
ば
断
定
は
で
き
な
い 。

乙
乙
で
は
そ
の
一
斑
を
う
か
が
ふ
た
よ
り

と
し
て
「
誕
生」

と
い
ふ
語
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
と
と
と
す
る 。

「
平
家
物
語」
に 、

も
し
皇
子
御
誕
生
あ
り
て 、

君
も
国
母
と
い
は
れ 、

愚
老
も
外
相
と
仰
が

る
べ
き
瑞
相
に
で
も
や
候
ふ
ら
ん 。
(
二
代
后)

古
い
人
の
申
さ
れ
け
る
は 、

清
盛
公
は
悪
人
と
ζ
そ
思
へ
ど
も 、

誠
は
慈

慧
僧
正
の
再
誕
也 。
(
慈
心
坊)

の
や
う
に 、
「
誕
生」
「
再
誕」
と
い
ふ
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る 。
「
誕
生」
は

と
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
の
例
が
あ
る
が 、

い
づ
れ
も
皇
子
に
つ
い
て
「
誕
生」

の
語
を
用
ゐ
て
ゐ
る 。
「
再
誕」
は
乙
の
ほ
か
に 、
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此
条
故
亡
父
尊
霊
一得
誕
し
給
は
ず
は 、

誰
の
人
か
愚
怠
の
悲
歎
を
申
聞
か

ん 。
(
腰
越)

と
い
ふ
例
が
あ
る 。

「
誕
生」
と
い
ふ
の
は
漢
訳
仏
典
に
往
々
見
え
る
語
で
あ
る 。

玄
応
お
よ
び

慧
琳
の
「
一
切
経
音
義」

に
よ
っ
て
見
る
に 、

乙
の
語
は
「
解
深
密
経」
「
新

華
厳
経」
に
見
え 、

前
者
は
そ
の
本
文
が 、

仏
告ニ
長
殊
室
利
主口
薩-
目 。

善
男
子
偏
於
二
切
三
千
大
千
仏
国
土
中-
或

衆
推
許
増
上
王
家 、

或
衆
推
許
大
福
田
家
同
時
入
胎
誕
生
長
大
受
欲 。

出
家

一
不
レ
行z
苦
行(

捨ニ
苦
行→
巳
成二
等
正
覚→
次
第一
不
現 。

目疋
名下
如
来一
示-}
現

化
凡ヲ
方
便
善
巧μ
(
第
五)

と
あ
り 、

後
者
の
本
文
は 、

十品口
薩
在ニ
母
胎
中
二
不ニ
現
一
切
仏
神
力-
誌一
微
細 。
十五口
薩
示-一
現
誕
生
事一
甚

微
細 。
設u
薩
師
子
遊
行
七
歩
智
甚
微
細 。
(
第
三
十一
)

と
あ
っ
て 、

共
に
仏
・

泣口
薩
の
生
ま
れ
る
ζ
と
を
言
っ
て
ゐ
る 。

ち
な
み
に 、

「
一
切
経
音
義」
に
よ
れ
ば 、

漢
訳
仏
典
に
は
「
降
誕」
「
誕
育」

と
い
ふ
語

も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る 。
「
降
誕」

は
「
根
本
説一
切
有
部
箆
奈
耶
薬
事」
に 、

今
生-一
最
後
於
人
趣一

降エ
誕
倉
軍
大
城
中-

既
生ニ
最
勝
家
族
舎一

世
間
尊
賞
而
第一

見
者
歓
喜
常
恭
敬

一
切
国
人
皆
俊
悦
(
第
十
七〉

と
あ
る
が 、

ζ
れ
は
吉
越
利
と
い
ふ
王
の
出
生
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る 。

ま
た

「
誕
育」
と
い
ふ
語
は
「
仏
本
行
集
経」
に 、

或
見下
無
量
窓口
陵
諸
窓口
薩
等 。

於-一
諸
仏
辺-
修-一
行
党
行-
後
得レ
生-一
於
兜

率
天
宮→

従ニ
兜
率-
下
入ゆ
於
母
胎幻

或
見下
説口
腹
従ニ
母
右
脇-
誕
育
而
生μ

〈
第
二〉

と
あ
っ
て 、

乙
れ
は
菩
薩
の
生
ま
れ
る
場
合
で
あ
る 。

ζ
の
「
誕
育」
に
つ
い

て
は
玄
応
の
「
一
切
経
音
義」
に
「
誕」
の
字
を
説
き 、

達却一
反 。

詩
云 。

誕
弥
蕨
月 。

伝
目 。

誕
大
也 。

築
云 。

大
失 。

后
稜
之

在ニ
其
母-
終ニ
人
道
十
月-
而
生
也 。
(
巻
十
九)

と
述
べ
て
ゐ
る 。

乙
乙
に
「
詩」
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は 、

大
枚 、

生
民
を
さ
す

の
で
あ
る
が 、

乙
の
生
民
と
い
ふ
詩
で
は
「
誕」
と
い
ふ
字
が 、
「
誕
実-一
之
平

林→

会レ
伐-一
平
林一
」
「
誕
后
稜
之
灘 、

有ニ
相
之
道一
」
の
や
う
に
句
の
初
め
に

副
詞
的
に
用
ゐ
ら
れ 、
「一
切
経
音
義」
に
引
用
し
て
ゐ
る
や
う
に 、
「
大
也」

と
い
ふ
注
が
あ
る 。

「
誕
生」
と
い
ふ
語
に
つ
い
て
は
意
琳
の
「
一
切
経
音
義」
に
収
め
ら
れ

た 、

慧
苑
の
「
新
華
厳
経
音
義
」
に 、

誕
唐
宣
反 。

珠
叢
目 。

誕
育
也 。

賀
注
国
語
目 。

育
生
也 。

と
あ
る 。
「
珠
叢」
は
「
旧
唐
書」
経
籍
志
に 、
「
桂
苑
珠
叢一
百
巻鯨蹄」
と

あ
り 、
「
庇
官官
」
経
籍
志
に
も
同
様
の
記
事
が
見
え
る 。

諸
葛
穎
は
わ
か
ら
な

い
が 、
「
陪
書」
に
「
諸
葛
頴
」
と
あ
る
の
と
は
別
人
で
あ
ら
う
か 。
「
旧
唐

書」
経
籍士む
に
は
ほ
か
に
「
桂
苑
珠
叢
略
要
二
十
巻」

と
あ
る 。
「
日
本
国
現

在
書
目
」
に
は
「
桂
苑
珠
叢
十
巻

李
恩
博
撰」

ま
た
「
桂
苑
珠
設
抄
十
数}
」
と

あ
る 。
「
桂
苑
珠
叢」
に
は
「
第
一
一軟
件
本
文
一
百
巻 。

而
見
在
呂
第
一
朕 。

其
余
未
知
在
否
云
々
。」

と
あ
っ
て 、
「
旧
唐
書」
経
籍
志
に
見
え
る
も
の
と
同

一
の
書
の
や
う
に
思
は
れ
る
が 、

撰
者
の
名
を
異
に
す
る
の
は
誤
り
伝
へ
た
も

の
で
あ
ら
う
か 。
「
賀
注
国
語」
は
「
障
害」
経
籍
志
に
「
春
秋
外
伝
国
語
二

十
巻
賢
建
注」
と
あ
る
も
の
で
あ
ら
う 。

頁
蓬
は
後
漢
の
人
で
あ
る 。

「
降
誕」
と
い
ふ
語
に
つ
い
て
は
希
麟
の
「
続一
切
経
音
義」
に 、
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(
上
略)
下
徒
早
反 。

切
韻
云 。

誕
大
也
信
也 。

玉
前
欺
也 。

広
雅
云
誕
育

也 。

説
文
云
従
言
延
声 。

亦
作レ
這 。

ん」占
の
マhv 。

以
上
の
音
義
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
や
う
に 、

「
誕」
に
は
「
大」
と
い

ふ
意
味
の
ほ
か
に
「
育」
と
い
ふ
意
味
も
あ
っ
て 、
「
誕
生」
「
降
誕」
「
誕
育」

と
い
ふ
熟
語
も
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う 。

「
広
韻」
に
は
「
誕」
の
字
に

「
大
也
育
也
欽
也
信
也」
と
注
し
て
ゐ
る
が 、

「
康
照
字
血
こ
に
は
「
育」
の

意
味
の
例
と
し
て 、

昔
文
王
一

妻 。

誕ニ
致
十
子→
(
後
漢
書 、
裂
椅
伝)

誕ニ
霊
物-
以ユ
瑞
徳→
(
晋
舎 、

安
宏
伝)

の
二
つ
を
あ
げ
て
ゐ
る 。

ま
た
「
大
広
益
会
玉
日」
に
は
「
大
也 。

天
子
生

日-一
降
誕
ご
と
注
し
て
ゐ
る
が 、
「
民
間…
字
典」
に
は
そ
の
例
と
し
て

誕-一
生
聖
皇
→
(
後
漢
書 、

成
美
人
伝)

上
誕
日
不レ
納ニ
中
外
之
貢→
(
旧
貯
4昔 、
徳
宗
紀)

の
二
つ
を
掲
げ
て
ゐ
る 。

し
か
し 、

原
本
「
玉川
川」
に
は 、
「
誕」
の
字
に
つ

い
て 、

達
垣
也 。

尚
書
乃
逸
乃
諺
既
誕 。

孔
安
園
田
誕
欽
也 。

又
日
乃
誕
敷ニ
文

徳→

孔
安
国
日
誕
大
也 。

毛
詩
旋
丘
之
葛
分 。

何
誕
之
節
分 。

伝
臼
誕
閥

節
也 。

斡
詩
誕
先ニ
登
子
岸→

誕
信
也 。

左
氏
伝
子
哲
之
欲ニ
背
誕→

社
預

日
背
命
放
誕
也 。

准
南
弦
高
誕
而
存レ
鄭 。

許
叔
重
臼 。

誕
設
也 。

説
文
調

誕
也 。

と
あ
っ
て 、
「
天
子
生
日ニ
降
誕-
」
と
い
ふ
説
明
は
見
え
な
い 。

な
ほ 、

右
の

原
本
「
玉
総」
に
引
用
し
た
「
説E
X
解
字」
の
本
文
に
関
し
て
言
へ
ば 、

段
玉

裁
の
「
説
文
解
字
注」
に
は 、
「
説
文」
の
本
文
と
し
て
「
詞
誕
也」
と
あ
る

が 、

そ
の
注
に
は
「
此
三
字
葦
有レ
誤 。」
と
述
べ

、

朱
駿
声
の
「
説
文
通
訓
定

声」
に
は
「
按 、

詞
疑
当レ
作ν
調 。」
と
あ
る 。

原
本
「
玉
釘」
に
「
調
誕
也」

と
あ
る
の
が
恐
ら
く
正
し
い
本
文
で
あ
ら
う 。
「
調」
は 、

言
ひ
過
ぎ 、

で
た

ら
め
と
い
ふ
意
味
の
字
で
あ
る 。

以
上
の
事
実
に
基
づ
い
て
考
へ
れ
ば 、
「
誕」
は
古
く
は
大
の
怠
に
用
ゐ 、

時
に
は 、

い
つ
は
り 、

で
た
ら
め
と
い
ふ
意
に
も
転
じ
て
用
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ

る 。

王
引
之
の
「
経
伝
釈
詞」
に
は
「
誕」
に
つ
い
て
「
発
語
詞
也」

ま
た

「
句
中
助
詞
也」
と
も
言
っ
て
ゐ
る 。

場
合
に
よ
っ
て
は
感
動
詞
の
や
う
に
用

ゐ
て
ゐ
る
乙
と
も
あ
る
と
思
は
れ
る 。

少
な
く
も
上
古
に
お
い
て
は 、

生
ま
れ

る 、

育
て
る
と
い
ふ
意
味
に
用
ゐ
る
と
と
は
な
か
っ
た
と
考
へ
て
い
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か 。

前
に
あ
げ
た
「
新
華
厳
経
音
義」
の
「
貿
注
国
語」
に
「
育
生

也」
と
あ
る
に
よ
れ
ば 、

後
漢
の
時
代
に
は
生
ま
れ
る
の
意
に
用
ゐ
た
こ
と
も

考
へ
ら
れ
る 。
「
十
畝
梨
編」
に
よ
れ
ば 、
「
誕」
の
字
の
見
え
て
ゐ
る
韻
書
で

同
書
に
収
め
て
あ
る
も
の
の
う
ち 、

唐
写
本
切
韻
の
「
切
一
」
「
切
三
」 、

ま
た

王
仁
陶
の
「
刊
謬
補
欠
切
韻」
の
「
王

こ
に
は
共
に
「
大」
と
注
す
る
の
み

で
あ
る 。
「
広
韻」
に
至
っ
て
先
に
述
べ
た
や
う
に
「
育
也」
と
い
ふ
注
が
加
へ

ら
れ
て
ゐ
る 。

ζ
の
事
実
は
「
育
也」
と
い
ふ
意
味
が
後
に
生
じ
た
も
の
で
あ

る
ζ
と
を
証
拠
立
て
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る 。
「
広
雅」
に
「
育
也」
と
い
ふ
注

が
あ
る
乙
と
を
合
は
せ
て
考
へ
れ
ば 、

後
漢
か
ら
致 、

さ
ら
に
南
北
朝
の
時
代

に
わ
た
っ
て 、
「
誕」
の
字
が
生
あ
る
い
は
育
の
窓
味
で
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に

な
り 、

そ
れ
に
伴
っ
て
漠
訳
仏
典
に
お
い
て
も
「
誕
生」
「
降
誕」
「
誕
育」
の

や
う
な
熟
語
を
用
ゐ
る
ζ
と
が
起
乙
っ
た
も
の
で
あ
ら
う 。

「
通
俗
前」
に
は 、

誕
辰

〔
黄
簿
言
問
中
古
今
録〕

世
称ニ
生
辰-
臼ニ
誕
辰→

日ニ
翠
誕→

此
因ニ
詩
誕
生
后
稜一
而
云 。

然
殊
不レ
知ニ
誕
者
発
語
辞-
也 。

以
称ニ
生
辰­

似レ
無ニ
意
義→
(
巻=一〉
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と
あ
る
が 、
「
問
中
古
今
録」
に
述
べ
て
あ
る
見
解
は 、
「
誕」
の
原
義
に
拘
泥

し
て 、

そ
れ
が
転
じ
て
「
生」
あ
る
い
は
「
育」
を
意
味
す
る
に
至
っ
た
事
実

を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る 。

ど
う
し
て
乙
の
や
う
な
怠
義
変
化
を
生
ず
る
に
至

っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る 。

「z
X
選」
で
は
滋
勧
の
「
冊
数
公
九
錫
文」
に 、

乃
誘ニ
天
哀-
誕ニ
育
丞
相→

と
い
ふ
句
が
あ
り 、
そ
の
注
に 、

向
日 。

誘
送 。

衷
心
也 。

誕刑制レ
生
也 。

言
首
公
祖
父
延
深ユ
於
同→

乃

進一一
至
忠
之
心
於
上
天一
遂
生ニ
丞
相-
終
保ニ
漠
室→

と
あ
る 。

溶
勘
は
後
漢
の
末 、

献
帝
の
時
代
の
人
で
あ
る 。

古田
操
が
貌
公
と
な

っ
た
の
は
献
帝
の
建
安
十
八
年
(
西
暦
二
一
三
年)
で
あ
る
か
ら 、

そ
の
頃
に
警

か
れ
た
文
章
で
あ
ら
う 。
「
文
選」
に
は 、

ほ
か
に
陸
機
の
「
答ニ
貿
長
淵
乙

と
い
ふ
文
章
に 、

誕一-
育
洪
宵】
築ニ
戎
子
魯→

と
い
ふ
例
も
あ
る 。

ま
た 、
「
世
説
新
語」
に 、

元
帝由記
子
生 。

普
賜-一
群
臣→

殻
洪
呑
謝
日 。
向王
子
誕
育 。

普
天
同
慶 。

臣
無レ
勲
吾川 。

而
狼
頒ニ
厚
蜜
→

中
宗
臼 。

此
事
室
可レ
佼ニ
卿
有

乙烈
邪 。

(
巻
下
之
下〉

ま
た
「
顔
氏
家
訓」
に
も 、

五口
有-一
疏
親-
家
餓ニ
妓
膝→

誕
育
将レ
及。
(
治
家)

と
あ
る 。

ζ
れ
ら
の
例
で
は
た
と
へ
ば
「
誕ニ
育
丞
相
こ
の
や
う
に
皇
子
以
外

の
出
生
K
用
ゐ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
が 、
「
誕
育」

と
い
ふ
場
合
は
一
つ
の
熟

語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ 、
「
誕」
よ
り
も
「
育」
の
方
に
意
味
の
重
点
が
あ
っ
た

と
い
ふ
乙
と
も
考
へ
ら
れ
る 。

な
ほ
ま
た
帝
王
の
誕
生
日
を
祝
ふ
乙
と
に
つ
い
て
「
松
屋
筆
記」
に
は

千
秋
節
天
長
節
弁
誕
生
日

続
日
本
紀
に
千
秋
節
天
長
節
あ
り 。

探
鹿
前

録
一
の
巻
に
唐
明
皇
実
録
云 。

開
元
十
七
年
秋
八
月
上
降
誕
之
日
大
置
酒
合

楽
燕-}
百
僚
於
華
等
楼
下→

尚
書
左
丞
相
源
乾
限
右
丞
相
張
説
率ニ
百
官-
上

表
願
以ニ
八
月
五
日-
為--
千
秋
節-
著ニ
之
申一
令ニ
布
於
天
下-
成
伎--
燕
楽一
休

仮
三
日 。

詔
従レ
之 。

誕
日
建レ
節
輩
出事ニ
子
此→

天
宝
七
誠
八
月
己
亥
詔
改

為一一
天
長
節一
云
々
と
あ
り 。

誕
生
日
を
祝
の
始
也 。

と
述
べ
て
ゐ
る 。

以
上
に
あ
げ
て
き
た
用
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
や
う
に 、
「
誕」
を
生
ま
れ

る 、

ま
た
は 、

育
て
る
の
窓
に
用
ゐ
る
場
合 、

そ
れ
は
今
日
の
や
う
に
す
べ
て

の
人
間
に
つ
い
て
差
別
な
く
用
ゐ
る
の
で
な
く 、

初
め
は
息晶
子
の
出
生
に
つ
い

て
用
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る 。

漠
訳
仏
典
の
場
合
は
そ
れ
に
準
じ
て
仏
・

菩

薩
に
も
及
ぼ
し
て
用
ゐ
た
の
で
あ
ら
う 。
い
づ
れ
に
せ
よ 、

王
者
ま
た
は
ζ
れ

に
準
ず
る一
両
貨
の
身
分
の
者
に
つ
い
て
用
ゐ
た
と
考
へ
て
い
い
で
あ
ら
う 。

「
誕
生」
「
降
誕」
な
ど
の
語
が
わ
が
国
で
古
く
ど
の
や
う
に
用
ゐ
ら
れ
た

か
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い 。

今 、
「
古
事
類
苑」

礼
式
部
に
収
め
ら

れ
た
誕
生
祝
の
記
事
に
よ
っ
て
そ
の
一
斑
を
う
か
が
ふ
に 、
「
新
撰
姓
氏
録
]

丹
比
宿
禰
の
条
に

皇
子
瑞
歯
別
尊
誕乙
生
淡
路
宮-
之
時 、

淡
路
瑞
井
水
奉レ
濯ニ
御
湯→

「
日
本
紀
略」

花 、

天
長
九
年
十
二
月
甲
子
主
后
移ニ
御
后{
呂
職
手
院日
当ニ
混
A-
也 。

「
小
右
記」
に

永
観
三
年
四
月
廿
八
日
壬
寅 。

早
朝
罷
出 。

寅
時
降ニ
誕
女
子→

産
問-
雌ニ
馳
向-
産
己
遂
了 。

「
権
記」
に 、

究
弘
五
年
九
月
十一
日

戊
辰 。

午
刻
中
宮
誕-一
男
皇
子→

4 
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「
中
右
記」

元
永
二
年
五
月
二
十
八
日
の
条
に 、

又
次
人
々
雑
色
相
逢
云 。

息
子
降
誕
者 。

乍レ
悦
馳
参レ
院
之
処 。

関
白
殿

又
令レ
参
給 。

「
長
秋
記」

元
永
二
年
五
月
二
十
八
日
の
条
に 、

子レ
時
申一
刻
也 。

男
皇
子
誕
生 。

天
下
慶
何
事
過
レ
之
哉 。

「
永田田
記」

天
治
元
年
五
月
二
十
八
日
の
条
に 、

子
魁
皇
子
降
誕 。

藤
中
納
言
申二
殿
下-
云 。

御
産
遂
了
者 。

大
夫
属
宗
一民

十本レ
仰
団--
甑
御
所
上→

「
山
塊
記」

治
承
二
年
十
月
十
日
の
条
に 、

未
二
点
皇
子
降
誕 。
(
中
略)
令レ
奉レ
著ニ
御
替
帯-
給一
否 。

と
あ
り 、

以
上
の
例
に
よ
っ
て
考
へ
れ
ば 、

平
安
時
代
は
息
子
に
つ
い
て
「
降

誕」
「
誕
生」
と
い
ふ
語
を
用
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る 。

な
ほ
「
吾
妻
鏡」
に

み晶、

中世の漢語についての一考察

酉
刻
御
台
所
男
子
御
平
産 。
〈
寿
永
元
年
八
月
十
二
日)

巳
刻
男
子
御
産
也 。
(
建
久
三
年
八
月
九
日〉

と
あ
り 、

前
者
は
頼
家 、

後
者
は
実
朝
の
出
生
の
記
事
で
あ
る
が 、

共
に
「
誕

生」

と
い
ふ
語
は
用
ゐ
て
ゐ
な
い 。

と
こ
ろ
が 、
「
花
図
院
御
記」
に
は 、

高
時
去
廿
二
日
男
子
誕
生
云
々

。
(
正
中
二
年
十
一
月
三
十
日)

と
あ
る 。

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
息
子
以
外
に 、

臣
下
に
つ
い
て

も
「
誕
生」
と
い
ふ
ζ
と
が
あ
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
な
い
が 、

少
な
く
も
鎌

倉
時
代
に
な
る
と 、

臣
下
に
つ
い
て
も
「
誕
生」
と
い
ふ
と
と
が
行
な
は
れ
た

と
考
へ
ら
れ
る 。

し
か
し
臣
下
の
場
合
で
も
高
貴
の
身
分
の
者
に
つ
い
て
用
ゐ

て
ゐ
る 。
「
平
家
物
語」
で
清
盛
を
「
慈
慧
僧
正
の
再
誕」
と
言
っ
て
ゐ
る
の

も
と
れ
と
一
致
し 、

漢
訳
仏
典
で
仏
・

窓口
薩
に
つ
い
て
「
誕
生」
と
言
ふ
の
と

関心
恕
的
に
は
授
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る 。

た
だ
漢
訳
仏
典
な
い
し
は
漢
籍
で

「
再
誕」

と
い
ふ
語
を
用
ゐ
た
例
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い 。

室
町
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
ま
だ
用
例
を
調
べ
る
に
至
ら
な
い
が 、
「
日
仏

辞
書」
に
は
「
サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
ヲ
ン
コ
ヲ
タ
ン
ジ
ャ
ウ
ナ
サ
レ
タ」
と
い
ふ
例

を
あ
げ 、

ま
た
「
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
」
に
も 、

御
母
ビ
ル
ゼ
ン
も
人
間
の
所
作
を
以
て
御
懐
妊
な
さ
れ
ざ
る
が
故
に 、

御

誕
生
の
後
と
て
も 、

元
の
如
く
ビ
ル
ゼ
ン
に
て
お
は
し
ま
す
な
り(
三 。

と
あ
り 、

ζ
れ
ら
の
場
合
も
渓
訳
仏
典
と
似
た
意
味
合
ひ
で
用
ゐ
た
と
考
へ
ら

れ
る 。同

じ
く
和
漢
混
活
文
と
い
ひ
な
が
ら 、
「
太
平
記」
に
な
る
と 、

漢
語
も
著

し
く
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
く
る 。
一
例
を
あ
げ
れ
ば 、

天
子
直
ニ
異
朝
ノ
僧
ニ
御
相
看
ノ
事
ハ

、

前
々
更
ニ
無
リ
シ
カ
共 、

此 ノ

君
禅
ノ
宗
旨
ニ
傾
カ
セ
給
テ 、

諸
方
参
得
ノ
御
志
ヲ
ハ
セ
シ
カ
パ 、

御
法
談

ノ
為
ニ
、

此
禅
師
ヲ
禁
中
へ
ソ
被レ
召
ケ
ル
。

(
巻
四 、

俊
明
極
参
内
事)

語
録
ナ
ン
ド
ヲ
モ
カ
ヒ

/\
敷
沙
汰
シ
祖
師
ノ
心
印
ヲ
モ
直
ニ
承
当
シ
候

ハ
ン
ズ
ル
事 、

恐
ラ
ク
ハ
可
\
恥
人
モ
候
ハ
ネ
パ 、

我
ニ
不レ
替
常
ニ
御
相
看

候
テ 、

御
法
談
候
ベ
シ
ト
テ 、

則
妙
吉
待
者
ヲ
左
兵
衛
督
ノ
方
ヘ
ゾ
被レ
造

ケ
ル
。
(
巻
二
六、

妙士ロ
待
者
事)

泰
時
朝
臣
在
京
ノ
時 、

明
慧
上
人
ニ
相
看
シ
テ 、

法
談
ノ
次
ニ
仰
ラ
レ
ケ

ル
ハ

、

如
何
シ
テ
カ
天
下
ヲ
治
メ
人
民
ヲ
安
シ
候
ベ
キ
ト

被レ
申
ケ
レ
パ 、

(
巻
三
五 、

北
野
通
夜
物
語
事〉

今
ハ
散
聖
ノ
道
人
ト

成
セ
給
テ 、

玉
体
ヲ
麻
衣
草
鮭
ニ
ヤ
ツ
シ
鰐
輿
ヲ
銑

行
ノ
徒
渉
ニ
易
テ 、

遥
々
ト

比 J
山
中
迄
分
入
セ
給
タ
レ
パ 、

伝
奏
未 タ
事
ノ

由
ヲ
不同
奏
先 --
直
衣
ノ
袖
ヲ
ヌ
ラ
シ 、

主
上
未
御
相
君
ナ
キ
先
ニ
、

御一
仮
ヲ

5 



ソ
流
サ
セ
給
ケ
ル
。
(
巻
三
九、

光
厳
院
禅
定
法
皇
行
脚
御
事)

と
れ
ら
の
例
に
見
え
る
「
相
看」
は
寛
永
八
年
の
板
本
に
は
い
づ
れ
も
「
シ
ヤ

ウ
カ
ン
」

と
ふ
り
が
な
が
加
へ
て
あ
り 、

易
林
本
「
節
用
集」 、
「
落
葉
集」
に

も
乙
の
語
が
見
え
て 、

同
じ
読
み
方
を
示
し
て
ゐ
る 。

右
に
あ
げ
た
例
で
は

「
相
看」
を
僧
と
会
見
す
る
場
合
に
用
ゐ
て
ゐ
る 。

と
の
「
相
看」
と
い
ふ
語

は
「
碧
巌
録」
に 、

或
新
到
綾
相
看 。

師
使
崎
云 。

看レ
狗 。
(
第
二
十
二
則)

一
日
雲一
門
到 。

相
看
便
問 。

儒
書
中
即
不レ
同 。
三
来
十
二
分
教
自
有ニ
座

主吋

作
廃
生
是
納
僧
家
行
脚
事 。
(
第
三
十
三
則)

と
あ
り 、

禅
宗
で
普
通
に
用
ゐ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
恩
は
れ
る 。

も
っ
と

も
「
碧
巌
録」
で
は
「
相
看」
の
例
が
ま
れ
で 、

乙
れ
と
同
義
の
「
相
見」
が

多
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る 。

「
看」
の
字
は
「
説
文
解
字」
に
も
見
え
る
が 、
「
五
経
索
引」
「
四
番
索
引」

に
よ
れ
ば 、

五
経
・

四
書
に
は
と
の
字
の
用
例
が
無
い 。
「
通
俗
編」
に 、

看

〔
斡
非
外
儲
説〕

梁
車
新
為ニ
鄭
令→

其
姉
往
看レ
之 。
〔
世
説〕

陳

仲
挙
為ユ
予
州
大
守→

至
便
問ニ
徐
孫
子
所

工位 。

欲ニ
先
看予
之 。

又
周
鋲
泊ニ

青
渓
渚→

王
丞
相
往
看レ
之 。

王
恭
従ニ
会
稽一
還 。

王
大
看レ
之 。
〔
按〕

世

以
ニ
尊
者-

造ニ
侯
卑
者
→

其
言
古
失。

と
あ
る 。

こ
と
に
引
用
さ
れ
た
「
斡
非
子」
の
例
は 、
「
韓
非
子
翼
義」
に
よ

れ
ば 、
「
月
令
広
義」
に
引
い
た
「
韓
非
子」
で
は
「
看」
を
「
見」
に
作
る

と
い
ふ 。
「
世
説
新
語」
に
は
右
に
引
用
さ
れ
た
ほ
か
に
な
ほ
幾
つ
か
の
用
例

が
見
え
る 。

若
干
の
例
を
あ
げ
れ
ば 、

萄
巨
伯
遠
看ニ
友
人
疾→

値ニ
胡
賊
攻予
郡 。

友
人
語ニ
巨
伯〕
目 。

吾
今
死

企〈 。

子
可レ
去
尖 。

巨
伯
目 。

遠
来
相
視 。

子
令ユ
五口
死→

敗レ
義
以
求レ
生 。

宣
萄
巨
伯
所レ
行
邪 。
(
巻
上
之
上)

王
劉
与ニ
林
公-
共
看ニ
何
壊
騎→

際
騎
看ニ
文
書一
不レ
顧レ
之 。

王
謂レ
何

回 。

我
今
故
与ニ
林
公-
来
相
看 。

望
卿
擁ニ
綴
常
務→

広
対
玄
言 。

那
得ニ

方
低レ
頭
看v
此
邪 。

何
回 。

我
不レ
看レ
此 。

卿
等
何
以
得レ
存 。

諸
人
以
為レ

佳 。
(
巻
上
之
下)

殴
中
軍
被レ
廃ニ
東
陽→

始
看ニ
仏
経→

初J
a-]
維
摩
詰-
疑ニ
般
若
波
羅
密

太
多→

後
見ニ
小
品一
恨ニ
此
語
少→
(
巻
上
之
下)

右
に
あ
げ
た
例
の
中
に
「
相
看」

と
い
ふ
例
が
あ
り 、
ま
た
最
後
の
例
に
「
看ニ

仏
経
乙
と
あ
る
の
は
「
看
経」
と
い
ふ
熟
語
の
生
ず
る
前
提
と
見
ら
れ
る 。

「
看」
の
字
の
使
用
は
漢
訳
仏
典
に
も
及
び 、

た
と
へ
ば 、
「
法
華
経」
に 、

夜
叉
餓
鬼

諸
悪
鳥
獣

飢
急
四
向

関ニ
看
窓
煽-
(
密
検
品)

「
焚
網
経」
に 、

若
仏
子 。
見
二
切
疾
病
人→

常
応ニ
供
養
如レ
仏
無v
異 。

八
福
田
中
看
病

福
田
第一
福
田 。
(
下)

と
あ
る 。

現
在
用
ゐ
る
「
看
病」
と
い
ふ
諮
は
直
接
に
は
右
の
例
花
見
る
や
う

な
渓
訳
仏
典
に
基
づ
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
る 。

も
っ
と
も
先
に
あ
げ
た
「
世
説

新
語」
の
例
に
「
看ニ
友
人
疾
こ
と
あ
る
や
う
に 、

病
人
を
見
舞
ふ 、

見
守
る

と
い
ふ
意
味
で
用
ゐ
る
乙
と
は
漢
籍
に
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る 。

な
ほ 、

漢
籍
で
は
「
遊
仙
窟」
に
も
「
看」
の
用
例
が
少
な
く
な
い 。

そ
の

中
に 、

対
坐
泣一
波
相
看 。

下
官
不レ
忍ニ
相
看→

把ニ
十
娘
手
子一
而
別 。

の
や
う
に
「
相
看」
と
い
ふ
例
が
あ
る
が 、

と
の
場
合
は
顔
を
見
合
は
せ
る
と

い
ふ
意
で
あ
る 。
「
白
氏
文
集」
に
も 、

如
今
辺
将
非レ
無レ
策 。

心
笑=一
韓
公
築ニ
城
壁→

(
巻
三、

城
塩
州〉

6 
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移レ
時
対
不レ
可レ
得 。

大
臣
相
看
有エ
量一次
色→

章→

朝
日
唯
間
対
一
刻 。
(
巻
三 、

蛮
子
朝)

縁
辺
空
屯ニ
十
万
卒→

飽
食
温
衣
閑
過レ
目 。

遺
民
腸
断
在ニ
涼
州吋

卒
相
看
無
レ
意レ
収 。
(
巻
四 、
西
涼
伎)

の
や
う
な
例
を
見
る
が 、

こ
れ
ら
の
場
合
も
「
遊
仙
窟」
の
例
と
同
じ
意
味
に

用
ゐ
て
ゐ
る 。

乙
れ
に
対
し
て
「
世
説
新
語」

や 、

先
に
あ
げ
た
「
碧
巌
録」

の
例
で
は
面
会
の
意
に
用
ゐ 、

乙
れ
が
「
太
平
記」
の
場
合
と
一
致
す
る 。

「
誕」
の
字
の
場
合
と
同
じ
く 、

中
国
に
お
け
る
南
北
朝
以
後
の
用
字
が
わ

が
国
に
も
影
響
を
与
へ 、

た
と
へ
ば
「
日
本
書
紀」
に
は
神
代
巻
に 、

答
日 。

族
也
勿レ
看レ
五回
失 。

伊
弊
諾
尊
不レ
従
猶
看
之。
(
四
神
出
生 、

第
十

の
一
番〉

其
斬レ
尾
之
時 、

剣
刃
少
欠 。

故
裂レ
尾
而
看 。

即
別
有
二
剣-
E局 。
(
宝

剣
出
現 、
第
三
の
一
書)

逮ニ
臨
産
時-
請
日 。

妾
産
時 。

幸
而
勿ニ
以
看一
之。
(
海
宮
遊
幸〉

の
や
う
な
例
が
あ
る 。
「
古
事
記」
で
は
「
問
看」
「
知
看」
「
所
知
看」
「
所
思

看
」
の
や
う
に 、

補
助
動
詞
「
め
す」
に
相
当
す
る
所
に
「
看」
を
用
ゐ
る
ほ

か 、
「
み
そ
な
は
す」

と
訓
む
場
合
に 、

看ニ
行
其
神-
入ニ
坐
其
野→
(
中
巻)

の
や
う
に
「
看
行」

と
書
く
例
を
見
る
だ
け
で
あ
る 。
「
万
葉
集」
で
は
漢
文

f」、

可レ
憐
宰
相
抱レ
紫
侃ニ
金

給レ
駅
発
送
令レ
看ニ
卿
病→
(
巻
四)

一
看ニ
玉
藻-
梢
写ユ
穆
結→
(
巻
十
七)

の
や
う
な
例
が
見
え 、

和
歌
で
は
次
の
三
例
が
見
ら
れ
る 。

朝
月
日

向
山

月
立
所
見

遠
妻

持
在
人

王
之

御
笠
爾
縫
有

在
間
菅

在
管
雌
看

看
乍
偲
〈
巻
七)

事
無
吾
妹
(
巻
十一
)

将

天
雲
磁

磐
船
浮

等
母
爾
倍
爾

之
勢
志
豆

安
母
里
麻
之
(
巻
十
九)

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
「
看」
の
字
が
ど
の
や
う
に
用
ゐ
ら
れ

た
か
を
詳
ら
か
に
す
る
と
と
は
で
き
な
い 。

黒
川
本
「
色
葉{子
類
抄」
に
は

「
看」
の
字
に
「
ミ
ル
」
の
訓
の
ほ
か
に
「
マ
カ
ケ
サ
ス
」
と
い
ふ
訓
が
見

え 、

ほ
か
に
熟
語
と
し
て
「
看
病」
「
看
清」
と
い
ふ
例
が
見
え
る 。
「
看
清」

は
飲
食
部
盃
酒
分
に
属
し
て
ゐ
る
が 、

今
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
得
な
い 。

ま
た
「
私
云」
と
し
て
「
挙
看」
を
「
マ
カ
ケ
サ
ス
」
と
読
ん
で
ゐ
る 。
「
挙

看」

も
実
際
に
は
ど
の
や
う
に
用
ゐ
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い 。

易
林
本
「
節

用
集」 、

銀
頭
屋
本
「
節
用
集」
に
は
共
に
「
看
常」
を
「
マ
カ
ケ
サ
ス
」
と

読
み 、

ま
た
「
但
言
集
覧」
に
よ
れ
ば 、

由民
長
本
節
用
集
に
「
看
当」
を
「
マ

ケ
サ
ス
」
と
読
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
が 、
「
看
常」
「
看
当」
と
と
の
「
挙
看」
と

は
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
な
い 。

と
も
か
く
古
代
に
お
い
て
は

「
看」
と
熟
合
し
た
漢
語
は
「
看
病」
以
外
に
は
一
般
に
用
ゐ
る
と
と
が
無
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

今
普
通
に
用
ゐ
る
「
看
護」
と
い
ふ
語
は
諸
橋
轍

次
博
士
の
「
大
漢
和
辞
典」
に
よ
れ
ば
「
日
本
外
史」
に
そ
の
例
が
あ
る 。

頼

山
陽
の
書
簡
に
も
こ
の
語
が
見
え
る 。
(一一)
と
の
語
は
山
陽
の
造
語
で
な
い
ま

で
も 、
「
看
病」
と
い
ふ
語
に
基
づ
い
て
後
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
息
ふ 。
「
看」
と
熟
合
し
た
漢
語
が
古
く
は
ま
れ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て 、

「
太
平
記」
に
「
相
看」
と
い
ふ
語
が
現
は
れ
た
乙
と
は
や
は
り
一
つ
の
時
代

的
変
化
を
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る 。

真
可
伊
繁
貫

伊
許
芸
都
追

国
看

同
じ
く
「
太
平
記」
に 、

此
ノ
悦ピ
ニ
誇
テ
一
族
共 、

様
々
ノ
遊
宴
ヲ
尽
シ 、

活
計
シ
ケ
ル
ガ 、
(
巻

7 



二
十
三)

都
ニ
ハ
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
道
誉
ヲ
始
ト
シ
テ 、

在
京
ノ
大
名
衆
ヲ
結

ン
テ
茶
ノ
会
ヲ
始
メ 、

日
々 一-
寄
A口
活
計
ヲ
尽
ス
ニ 、
(
巻
三
士ニ)

の
や
う
に
「
活
計」

と
い
ふ
語
を 、

ぜ
い
た
く
の
意
に
用
ゐ
て
ゐ
る 。

た
だ

し 、

右
の
二
例
と
も
に
西
源
院
本 、

神
田
本
に
は
見
え
な
い
が 、

同
じ
語
は
狂

言
に
も 、

た
と
へ
ば 、

大
蔵
虎
究
本
に 、

夫
成
ら
ば
す
ぐ
に
蓬
莱
の
島
へ
連
て
い
て 、

思
ふ
ま
ま
に
活
計
を
さ
せ
う

ぞ 。
(
鬼
の
継
子)

今
日
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
活
計
を
致
い
て
添
う
御
座
る 。
(
銀
頭)

今
某
が
代
に
至
る
ま
で
活
計
寛
楽
に
ほ
と
る
も 、

ひ
と
へ
に
此
二
千
石
の

し
う
言
の
識
の
故
な
り 。
(
二
千
石〉

の
や
う
に
「
活
計」

と
い
ふ
語
が
た
び
た
び
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る 。
「
中
華
若
木

詩
抄」

に
も 、

青
山
ノ
上
ニ
活
計-一
足
ヲ
ノ
ベ
テ
白
雲
ト

共
ニ
ヒ
ル
ネ
ヲ
セ
ン
ズ
ル
モ
ノ

ヲ
(
中)

と
い
ふ
例
が
あ
る 。

ζ
の
語
は
「
白
氏
文
集」
に

我
有ニ
白
頭
戒
→

聞-一
於
斡
侍
郎
→

老
多
変ニ
活
計
→

病
更
恋
ニ
班
行
→

(
巻
二
十
六 、
老
戒)

樽
有ニ
陶
潜
酒→

褒
無ニ
陸
頁
金
→

莫レ
嫌
貧ニ
活
計→

更
富
却
労レ
心 。

(
巻
三
十
七 、
間
居
貧
活
計)

の
や
う
な
例
が
見
え 、

生
計
と
い
ふ
意
味
で
用
ゐ
て
ゐ
る 。
「
無
門
関」
に

貧
似コ
沼
丹→

気
如ニ
項
羽→

活
計
雄レ
無 。

敢
与レ
宮
闘 。
(
清
税
強
貧)

と
あ
っ
て 、

直
接
に
は
か
う
い
ふ
と
と
ろ
が
基
に
な
っ
て
わ
が
国
で
も
用
ゐ
出

し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か 。
「
碧
巌
録」
に
も
「
活
計」
と
い
ふ
語
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
が 、

と
れ
は
異
な
っ
た
意
味
で
用
ゐ
て
ゐ
る 。

切
忌
下
向ニ
言
句
中-
作中
活
計
→
(第
六
則)

不レ
可
下
使
向ニ
柱
杖
上-
作ニ一
泊
計-
去
よ
也 。
(
第
二
十
二
則)

と
れ
ら
の
例
に
見
え
る
「
活
計」
は
思
慮
判
断
と
い
ふ
に
近
く 、

本
来
の
意
義

か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
ら
う 。

わ
が
国
で
は
「
正
法
眼
蔵」
に
「
活
計」
と
い
ふ
語
が
し
ば
し
ば
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
が 、

そ
の
中
で
た
と
へ
ば 、

い
と
け
な
く
し
て
父
を
喪
す 。

老
母
に
養
育
せ
ら
れ
て
長
ぜ
り 。

樵
夫
の

業
を
養
母
の
活
計
と
す 。
(
行
持 、
上)

冬
天
の
ゆ
き
の
夜
は 、

禽
獣
も
ま
れ
な
る
べ
し 。
い
は
ん
や
人
煙
の
わ
れ

を
し
る
あ
ら
ん
や 。

命
を
か
ろ
く
し 、

法
を
お
も
く
す
る
行
持
に
あ
ら
ず

は 、

し
か
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
活
計
な
り 。
(
行
持 、
下)

と
あ
る
の
は
「
白
氏
文
集」
に
あ
る
の
と
同
じ
く
生
活
と
い
ふ
意
味
で
あ
る 。

も
し
優
鉢
羅
撃
の
時
処
に
あ
ら
ざ
れ
ば 、
一
星
火
の
出
生
す
る
な
し 、
一

星
火
の
活
計
な
き
な
り 。
(
空
華)

市
人々
の
山
水
は 、

古
仏
の
道
現
成
な
り 。

と
も
に
法
位
に
往
し
て 、

究
尽

の
功
徳
を
成
ぜ
り 。

空
劫
巳
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
へ
に 、

而
今
の
活
計
な

り 。
(
山
水
経)

と
あ
る
の
は 、

活
動
と
い
ふ
意
に
解
さ
れ
る 。

ま
た 、

い
ま
凡
夫
の
活
計
す
る
有
念
無
念 、

有
覚
無
党 、

始
覚
本
覚
等 、

ひ
と
へ

に
凡
夫
の
活
計
な
り 。

仏
々
相
承
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず 。
(
行
仏
威
儀)

い
ま
と
の
臭
皮
袋
の
精
魂
に
識
度
せ
ら
れ
ざ
る
に
は
授
記
あ
る
べ
か
ら
ず

と
活
計
す
る
乙
と
な
か
れ 。
(
授
記)

と
あ
る
の
は 、
「
碧
般
録」

に
お
け
る
と
同
じ
く
思
慮
判
断
と
い
ふ
意
味
に
用

ゐ
て
ゐ
る 。
「
太
平
記」
「
狂
言」

等
に
見
え
る
「
活
計」
は
乙
ζ
に
あ
げ
た
第

二
の
場
合
の
意
味
に
近
い
が 、

そ
れ
と
も
異
な
っ
て
ゐ
る 。
い
づ
れ
に
せ
よ 、

8 
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「
活
計」
は
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
禅
林
の
中
で
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
の
が 、

南
北
朝
時
代
以
後
は
一
般
化
し
て
社
会
の
日
常
語
と
な
る
と
共
に 、

そ
の
意
味

も
転
じ
て
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う 。

ま
た 、

世
阿
弥
の
「
風
姿
花
伝」
に 、

稽
古
は
強
か
れ 。

情
識
は
勿
れ 。

も
し 、

よ
き
所
を
見
た
り
と
も 、

我
よ
り
下
手
を
ば
似
す
ま
じ
き
と

恩
ふ

情
識
あ
ら
ば 、

そ
の
心
に
繋
縛
せ
ら
れ
て 、

我
が
悪
き
所
を
も
い
か
さ
ま
知

る
ま
じ
き
な
り 。

さ
れ
ば 、

た
だ
人
毎
に 、

或
は
情
識 、

或
は
得
ぬ
故
に 、
二
向
の
風
体
ば

か
り
を
得
て 、

十
体
に
亘
る
所
を
知
ら
で 、

他
所
の
風
体
を
嫌
ふ
な
り 。

乙

れ
は
嫌
ふ
に
は
あ
ら
ず 、

た
だ
叶
は
ぬ
情
識
な
り 。

の
や
う
に 、
「
情
識」
と
い
ふ
語
が
見
え 、

自
分
勝
手
と
い
ふ
意
味
で
用
ゐ
て

ゐ
る 。
「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業」
に
も 、

悪
守
護 、

と
の
分
に
情
識
な
ら
ば 、

猛
き
者
に
食
ら
は
す
べ
し
と
お
ど
し

申
せ
ど
も 、
(
E)

と
い
ふ
例
が
あ
り 、

と
れ
も
気
ま
ま 、

あ
る
い
は
強
析
の
怠
に
用
ゐ
て
ゐ
る 。

乙
の
「
情
識」

も
「
碧
般
録」

に 、

旦
不-一
与レ
儒
説レ
行
説
丸形
選
将ニ
情
識-
測
度
得
座 。
(
第
二
十
二
則)

古
人
道 。

若
向ニ
剣
刃
上-
走
別
快 。

若
向ニ
情
識
上-
日比
則
遅 。
(
第
四
十
三

則)
若
要下
以-一
情
識-
去
見中
他
大
悲
話上
白日記
猶
較ニ
十
万
里→
(
第
八
十
九
則)

の
や
う
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
て 、

悟
ら
ぬ
者
の
分
別
判
断
と
い
ふ
や
う
な
意
味
で

あ
る 。

わ
が
国
で
は
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
意
味
で
通
俗
的
に
用
ゐ
て
ゐ
る 。

乙
の
場
合
も
「
活
計」

と
同
じ
く 、
一
般
化
す
る
に
伴
っ
て
意
味
変
化
を
生
ず

る
に
は
多
少
の
時
間
の
経
過
を
要
し
た
も
の
と
必
は
れ
る 。

以
上
に
あ
げ
た
「
相
看」
「
活
計」
「
情
識」
な
ど
は
い
づ
れ
も
禅
宗
で
用
ゐ

ら
れ 、

主
と
し
て
そ
れ
が
基
に
な
っ
て
広
く
行
な
は
れ
る
と
共
に 、

時
に
は
本

来
の
意
味
を
転
じ
て
用
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る 。

ζ
の
ほ
か
に
も
禅
宗
に
由

来
す
る
漢
語
は
少
な
く
な
い 。

そ
れ
ら
の
中
に
は
ζ
と
に
述
べ
た
「
相
看」

「
活
計」
「
情
識」
の
や
う
に
一
時
的
に
用
ゐ
ら
れ
て 、

や
が
て
滅
び
去
っ
た

も
の
も
あ
る 。

し
か
し 、

今
日
ま
で
伝
へ
ら
れ
て
現
代
語
と
し
て
生
き
残
っ
て

ゐ
る
も
の
も
多
い 。

今
そ
の
事
実
に
つ
い
て
子
細
に
吟
味
す
る
余
裕
は
無
い

が 、

制伸
宗
を
介
し
て
の
漢
語
の
更
新
は
漢
語
の
発
達
か
ら
見
て
画
期
的
な
事
実

で
あ
る 。

か
う
い
ふ
見
方
は
す
で
に
常
識
に
属
す
る
乙
と
だ
と
も
言
へ
ょ
う

が 、

そ
の
重
要
性
を
見
過
ご
す
と
と
は
で
き
な
い 。

い
は
ゆ
る
唐
音
の
語
は

「
悉
曇
要
訣」
の
例
に
見
ら
れ
る
や
う
に 、

平
安
時
代
末
期
か
ら
そ
の
姿
を
あ

ら
は
し 、

中
世
に
至
っ
て
顕
著
な
事
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が 、

唐出回
で
な
い

漢
詩
に
つ
い
て
も
質
的
な
変
化
が
行
な
は
れ
て
ゐ
る
の
を
見
逃
が
す
こ
と
は
で

き
な
い 。
一
々
の
漢
語
に
つ
い
て
そ
の
性
格
を
吟
味
す
る
場
合 、

か
う
い
ふ
見

地
に
立
っ
て
行
な
は
れ
る
べ
き
で
あ
る 。

な
ほ 、

縦
宗
ば
か
り
で
な
く 、

朱
子
学
の
伝
来
に
よ
る
漢
語
の
変
化
と
い
ふ

乙
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、

朱
子
学
に
よ
る
漢
詩
の
変
化
は
む
し
ろ
江

戸
時
代
に
入
っ
て
著
し
く
な
る
と
考
へ
て
い
い
で
あ
ら
う 。

た
だ
朱
子
学
で
も

禅
宗
と
同
じ
く
中
国
近
世
の
漢
語
を
用
ゐ
る
と
と
が
多
く 、

ま
た 、

朱
子
学
は

仏
教
と
交
渉
が
あ
り 、

仏
教
の
こ
と
ば
を
取
り
入
れ
る
と
と
が
あ
っ
て 、

両
者

の
区
別
し
難
い
点
が
あ
る
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

梅
園
の

「
桜
陰
総
談」

と
い
ふ
蓄
に 、

朱
子
が
仏
語
を
用
ゐ
た
乙
と
を
述
べ

、

そ
の
中

で 、
}'P' 
問千
有聖
之 相
性官、。 心
心 法
之 脱
イ本然一 有

里忌
害型
JI.、
孟 又

ô �ド
而員
天 間
司!!恩
� I.m 
Jし、 づ'

空 苛
11- ÿ 
o 及

万 �
物 噂
之 物
本我
原一
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一
心
之
沙
用 。

活
滋
液
地
徹
頭
徹
尾 。

倣ニ
工
夫→

到ニ
這

刑コ

吹ユ
菜
根→

無
縫
然 。

三
勾
語
刻ニ
箸
病
処→
一
万
両
段一
様一
条
痕 。
一
姻一

掌
血 。

皆
出ニ
秘
書
並
諸
経→

と
言
っ
て
ゐ
る 。
「
松
屋
笠
記」
に
も
森
尚
謙
の
「
俄
塾
集」
に
載
せ
た
二
十

四
論
の
文
を
引
用
し
て
ゐ
る
が 、

そ
の
中
に 、

程
子
解-一
中
市山
鳶
飛
魚
躍
章-
日 。

此
是
喫
緊
為レ
人
処
活
滋
々
地 。

朱
子

亦
引ニ
此
語→

白河
本
俗
語
而
禅
家
所レ
用
也 。

と
述
べ
て
ゐ
る 。

と
も
か
く 、

禅
宗
・

朱
子
学
等
を
通
し
て
入
っ
て
来
た
中
国
近
世
の
語
は
近

代
に
お
け
る
わ
が
国
の
語
設
の
発
達
を
考
へ
る
上
で
重
要
な
窓
味
を
も
つ
も
の

で
あ
り 、

そ
の
背
景
と
し
て
は
中
国
に
お
け
る
宋
代
以
降
の
言
語
変
化
を
当
然

考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

さ
か
の
ぼ
っ
て
は
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け

て
の
言
語
変
化
も
問
題
に
な
る
で
あ
ら
う
が 、

そ
の
点
は
中
国
語
の
歴
史
的
研

究
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

い
づ
れ
に
し
て
も 、

か
う
い
ふ
観
点
に
立
つ

場
合 、

閉
じ
中
世
と
言
ひ
な
が
ら
も 、

古
代
に
近
い
様
相
を
も
っ
鎌
倉
時
代

と 、

近
代
の
序
幕
と
な
る
南
北
朝
時
代
以
後
と
は
一
往
区
別
し
て
考
へ
る
べ
き

も
の
で
あ
ら
う 。

主(一)
橋
本
書「政
ヰ僻
吉利
支丹教
義の
研
究」
に
よる 。

(二)
拙
稿「
頼
山
陽の
守
的に
見える
漢語につ
い
て」
(「国
語と
国文学」
昭
和

四
十
五
年
十
月
特
輯
号)
参
照。
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